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本
書
は
、
平
成
30
年
度
「
山
形
学
」
と
し
て

行
わ
れ
た
講
座
「
ど
っ
こ
い
方
言
は
生
き
て
い

る
」
の
記
録
を
増
補
・
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
収
録
さ
れ
た
題
目
と
内
容
を
記
す
。

初
回
に
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
基
調

講
演
「
今
夜
は
な
ま
ら
ナ
イ
ト
〜
こ
ば
く
さ
さ

の
裏
側
に
〜
」
と
し
て
、
柴
田
徹
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

シ
ニ
ア
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
か
ら
伝
説
的
ラ
ジ
オ

／
テ
レ
ビ
プ
ロ
グ
ラ
ム
誕
生
・
受
容
の
秘
話
が

紹
介
さ
れ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
方
言
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か

ら
」
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
佐
藤
和
之
氏
（
弘

前
大
学
教
授
）
か
ら
山
形
に
お
け
る
方
言
の
変

遷
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
神
永
曉
氏
（
元
日
本

国
語
大
辞
典
編
集
長
）
か
ら
『
日
本
国
語
大
辞

典
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
方
言
の
解
説
が
な
さ

れ
る
。
最
後
に
三
者
に
よ
る
活
発
な
質
疑
応
答

も
行
わ
れ
て
い
る
。

続
く
講
座
と
し
て
、「
第
一
回
　
方
言
と
私
」

で
は
、
参
加
者
同
士
の
話
し
合
い
と
発
表
が
行

わ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
加
藤
大
鶴
氏
（
跡
見
学

園
女
子
大
学
准
教
授
）
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
解
説

が
加
え
ら
れ
る
。「
第
二
回
　
方
言
と
最
上
」

で
は
、
中
澤
信
幸
氏
（
山
形
大
学
教
授
）・
三

浦
和
枝
氏
（
最
上
地
域
史
研
究
会
幹
事
）
か
ら
、

新
庄
・
最
上
を
中
心
と
し
た
山
形
方
言
の
特
徴

が
述
べ
ら
れ
、
新
庄
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー

に
見
学
に
訪
れ
る
様
子
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「
第
三
回
　
方
言
と
庄
内
」
で
は
、
志
田
德
久

氏
（
元
三
上
ト
ピ
ア
創
造
委
員
会
委
員
長
）・

黒
羽
根
洋
司
氏
（
郷
土
史
研
究
家
）、
白
崎
映

美
氏
（
歌
手
）
か
ら
、
自
身
の
体
験
を
交
え
て

庄
内
方
言
の
特
徴
が
語
ら
れ
る
。「
第
四
回
　

演
劇
に
み
る
方
言
」
で
は
、
下
館
和
巳
氏
（
東

北
学
院
大
学
教
授
）
か
ら
東
北
弁
で
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
を
上
演
す
る
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
カ

ン
パ
ニ
ー
」
の
取
り
組
み
が
、
今
田
由
美
子
氏

（
俳
優
）
か
ら
ド
ラ
マ
に
お
け
る
方
言
指
導
や

自
身
が
演
じ
た
方
言
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い

て
語
ら
れ
る
。「
第
五
回
　
方
言
の
未
来
と
進

化
」
で
は
ミ
ッ
チ
ー
チ
ェ
ン
氏
（
タ
レ
ン
ト
）

か
ら
方
言
を
取
り
入
れ
た
タ
レ
ン
ト
活
動
の
工

夫
が
語
ら
れ
、
田
中
ゆ
か
り
氏
（
日
本
大
学
教

授
）
か
ら
日
本
社
会
に
お
け
る
方
言
の
価
値
の

変
遷
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
ミ
ッ
チ
ー
チ
ェ
ン
氏
扮
す
るM
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に
よ
る
「
ア
ガ
ス
ケ
ノ
ス
ス
メ
」

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
る
。

紹
介
者
は
第
五
回
の
講
座
に
参
加
し
、
躍
動

的
な
進
行
と
登
壇
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
妙
、
さ

ら
に
参
加
者
の
能
動
的
な
姿
勢
に
感
嘆
し
た
。

本
書
を
読
ん
で
、
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
は
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
参
加
者
双
方
の
継
続
的
な
努

力
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
た
。
ま
た
、「
方
言
に
つ
い
て
語
る
」

こ
と
は
、
知
的
好
奇
心
を
か
き
立
て
る
行
い
で

あ
る
と
同
時
に
、
何
よ
り
楽
し
め
る
営
み
な
の

だ
と
い
う
こ
と
も
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
。

な
お
、
本
書
の
末
尾
に
は
山
形
学
講
座
の
修

了
証
書
も
付
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
通
読
し
て

こ
の
修
了
証
書
を
受
け
取
っ
た
暁
に
は
、
山
形

の
方
言
、
さ
ら
に
は
方
言
を
利
用
し
た
表
象
や

文
化
活
動
に
つ
い
て
の
知
識
が
得
ら
れ
、
確
か

に
「
方
言
は
生
き
て
い
る
」
こ
と
を
実
感
で
き

る
だ
ろ
う
。
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生
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